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易
で
あ
る
か
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左
体
議
九
年
に
勺
湖
沼
え
之
八
」
の
付
が
山
内
て
印
刷
り
、
苛
後
に
は
っ
得
点
屯
悔
議
皆
八
」
と
っ
得
泰
之
八
」
の
二
句
が
山
内
て
ゐ
る
。
こ
の
一
一
一

旬
は
仰
を
指
す
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
従
来
光
儒
の
山
に
い
ろ
/
¥
な
設
が
あ
る
。
こ
の
中
に
弘

ω
最
も
安
常
な
り
と
信

じ
る
沿
を
海
保
漁
村
の
周
易
古
山
法

ω
中
に
見
出
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
小
論
や
ば
次
の
二
問
題
に
答
へ
つ
ム
活
め
て
行
為
ピ
皮
い
と
忠
ふ
。

(
必
の
…
)
此
の
一
一
一
付
の
併
緯
に
於
て
、
出
火
訟
の
生
じ
た
涼
関
、
或
は
そ
の
解
料
金
得
る
に
悶
離
な
ら
し
め
た
原
則
附
は
似
応
に
あ
る
か
。
そ

一
、
交
の
立
場

二
、
卦
の
立
場

じ
て
そ
の
ぼ
悶
今
如
何
に
虎
援
す
べ
き
か
。

ハ
持
の
二
〉
従
来
の
諸
訟
は
如
何
な
る
滋
穏
や
示
し
て
ゐ
る
か
。

右
の
一
一
問
題
で
あ
る
。

。
問
題
持
の
…

方
の
一
二
旬
、
郎
ら
八
な
令
む
…
群
の
術
一
誌
な
正
確
に
解
縛
す
る
こ
と
に
釘
し
て
陣
容
や
な
す
も
の
は
、
共
の
二
関
で
あ
る
と
思
ふ
。
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と
の
術
訴
は
一
総
同
晶
子
舎
に
府
ひ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
活
か
と
い
ふ
こ
と
の
疑
問
で
あ
り
、
こ
は
川
一
け
の
一
政
点
也
悔
漁
竹
八
の
い
凡
悔
と
は
一

特
い
か
な
る
意
味
で
用
び
ら
れ
亡
の
で
あ
る
か
が
判
然
じ
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

…
、
川
川
臼
切
で
あ
る
か
帝
か

こ
の
術
認
が
間
関
切
で
あ
ろ
か
、
そ
れ
と
も
問
易
と
範
時
そ
共
に
守
ろ
他
の
日
切
の
術
一
説
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
こ
の
術
一
社
が
、
宇
秋
内
外
体

の
山
訟
に
於
け
る
地
位
が
明
瞭
に

3
れ
ら
。

去
し
こ
の
術
一
誌
が
向
易
で
は
な
く
、
他
の
あ
の
術
訟
で
あ
る
と
す
乙
な
ら
ば
、
こ
の
術

訴
に
針
す
ろ
鮮
側
代
身
列
ん
ど
断
念
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
何
故
な
ら
ば
現
今
に
技
存
し
て
ゐ
る
の
は
別
品
二
川
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

同
し
で
こ
の
間
矧
に
到
し
て
二
設
が
あ
る
。
同
易
で
な
い
と
い
ふ
訟
と
出
限
切
で
あ
る
と
い
ふ
訟
で
あ
る
c

れ
り
い
γ
山川
VF

ヨ
汐
ぬ
札

!
;
i
!
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こ
の
説
身
主
張
す
る
は
次
の
一
一
一
つ
の
現
出
に
よ
る
。

山
川
川
易
は
九
六
争
以
て
出
す
る
が
、
変
改
は
七
八
九
守
以
て
lr
れ
す
る
。

八
と
あ
る
故
に
こ
の
術
一
訟
は
向
日
明
で
は
な
く
、
一
立
放
に
よ
っ
七
の
で

あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

肉
料
大
ト
の
疏
に
疫
公
殻
が
引
用

L
h
文
に
こ
れ
が
見
え
て
ゐ
る
。
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pp』で
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u
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治
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毛
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ノ
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ノ
三
Y
M
Y
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3
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J
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ノ
一
杯
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連
山
師
減
之
点
以
コ
不
問
犯
者
一
徳
レ
王
、
仰
い
府
内
吻
占
二
九
六
ぺ
尚
一
式
レ
羽
旭
日
一
良
之
一
レ
八

友
一
段
不

と

こ
れ
は
訟
の
一
一
日
か

令
九
、
t
h

司

、

J

キ

¥
H
H
1
3
、
Ln

、む

ト
ド

J
れ
?
む

/υ
マ、小
T
F一一
J
J
l
v

は
脱
皮
で
も
あ
ら
う
と
い
ふ
訟
も
勿
論
そ
の
民
俗
の
援
は
何
ら
な
い
。
が
と

に
か
く
質
公
索
以
前
、
部
も
符
以
前
の
人
の
訟
で
あ
る
こ
と
は
出
逮
ひ
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

社
強
も

問
機
大
ト
川
恭
二
一
一
一
易
「
探
知
砕
沿
述
内
持
政
川
向
島
「
二
品
持
以
二
七
八
日
怨
レ
点
、
故
一
一
一
一
同
レ
遇
二
は
八
之
下
八

l''
」
註
し
て
ゐ
る
。
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お
の
訟
の
校
擦
と
し
て
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'
Vノ
こ
》
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一
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f
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H

弓
ι
1
7
4
T
U「

そ
れ
は

J
M於
ニ
問
易
一
一
1

一
と
い

あ
る
。
「
遇
二
円
以
之
一
レ
八
」
及
び
「
得
こ
い
孔
屯
悔
強
行
八
一
の
ド
に

八
い
の
下
に

た

1
1
一
ヴ
ド
二
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1
J
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4
/
し

f
ご

々
l
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こ
と
い
う
て
ゐ
る
か
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々
一
特
別
に
「
走
於
二
何
日
か
こ
「
走
夜
こ
問
易
一
L
7
C
い
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
前
の
二
付
は
問
易
な
ら
ぬ
他
の
易
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ

ω
で

あ
る
。
行
く
、

先
伝
怨
ニ
此
意
戸
地
命
、
昨
…
一
一
ロ
レ
遇
二
良
之
下
八
、
下
文
，
桜
美
一
式
、
是
於
二
向
日
切
引

三氏、

十
伏
コ
削
川
易
設
於
二
良
八
之
下
、

行
ト
レ
リ
笠

T
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γ
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4'
長
長
レ
j
ゴブニ

hFE
七

7
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O

仰
心
ね
引
用
文
中
の
、
つ
え
八
之
下
出
品
一
同
二
例
川
易
ご
と
あ
ろ
こ
と
に
よ
っ
て
「
良
之
レ
八
」
は
問
易
で
な
い
と
す
る
。
部
ち
っ
尺
之
八

内
フ
ピ
…
l

/
t
V

す

に
史
が
、
こ
れ
は

争
抑
制
ふ
の
で
あ
る
と
説
明
し
て
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

ま
は
ら
で
あ
γ

つ
が
ら
、

i
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は
問
易
で
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
竹
添
氏
も
ん
W
答
一
に
於
い
て
、

此
体
及
川
河
一
治
於
レ
遇
レ
之
レ
八
別
一
一
一
間
二
府
易
一
知
二
日
此
遇
八
非
二
府
関
畑
一
品
川
山
。

と
い
っ
て
、
府
民
切
で
な
い
殻
擦
と
し
て
こ
れ
や
あ
げ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

仰
向
易
投

宏
、
市

ω
壌
刈
引
は
大
一
抵
同
易
で
あ
る
と
い
ふ
見
方
を
取
っ
て
ゐ
ゐ
。
向
日
切
で
あ
る
と
い
ふ
校
撲
は
前
の
同
あ
で
な
い
と
い
ふ

て
断
片
的
に
以
約
し
て
ゐ
ろ
中
に
見
ら
れ
る
。

的
日
比
之
八
'
い
の
下
に
あ
ろ
史

る
市
お
は
こ
れ
は

と
同
じ
く
勺
只
之
八
い
も
間
関
切
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
ろ
。
劉
品
錫
の
一
昨
と
し
て
よ
く
引
か
れ
る
の
に
火
の
も
の
が
見
え
る
。

，
z
t
J
い
A
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A
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t
L
g
y九
、
府
内
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A
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b
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1
4
J

同
制
古
川
以
上
一
十
一
'
レ
柏
認
丹

か
り
に
悦
ば
す
怨
に
引
い
十
い
も
の
で
、
フ
民

ー

ν
I
ヘーーや一
j

，

f
fムu
J

司、は
H
1

、

段
上
レ
認
レ
刑
判
支
レ
芥
レ
手

}古j

r.1 、

バコ
1
ヘ
ト
心
九
γ

ら
と
仁
'
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ナ
ん
判
わ
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f
r
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υニ
4
H
Jご
叫
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f
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1
7

、

{
仁
う
り

ω

ぷ
げ
一
F

L
J九
今

1
1
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H
3
I
K
J
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・巾い

χ
J百
五
一
/
私
立

一
予
非
一
也
、
〈
光
一
体
社
解
補
正
一
引
引
所
載
〉

制
左
停
に
於
付
る
般
の
し
山
例
よ
わ
考
へ
て
こ
れ
や
問
易
'
と
な
す
も
の
が
あ
る
。
銭
大
所
日
く
、
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一
十
…
ぺ
中
日
日
坂
口
こ
と
い
ひ
、
倍
十
五
年
勺
過
レ
議
い
の
所
に

一
式
公
い
と
の
二
付
は
向
山
州
統
ら
し
い
も

ω
で
あ
る
が
、

建
仁
、
在
民
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刊
と

H
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代
の
u
切
の
鯵
…
針
で
あ
る

の
で
あ
る
。
所
が
銭
大
析
の
立
場
と
し
て
、
こ

ω

も
、
え
ぺ
げ
に
と
へ
↓

L
計
，
い
し
く
気
持
Y
J
i

1
1

コ〆

1
l
i
d
-
h
p
れ

ノ

!

仁

:

!

?

1

8

(

パ
リ
ジ
レ
，
，

.
3
J

吋
心
、
ぜ
い
ふ
の
で
あ
る
と
す
る
。
市
し
て

コ
悦
之
八
し
と
い
っ
て
ゐ
な
い
の

入

，
、
「
1
J
e
r
l
-
-
a
二
J
ヘ
二
、
、

M
H

二
時
槌
い
巳
一

T
I

戸
司
ち
C
五
、
L
し

イ
A
F
μ
1ラ
ザ

ナ

'
'
U

な
い
か
ら
で
あ
る
と
見
る
。
邸
も
「
遇
レ
掛
一
」

一一山いの

汁
d

ャ
ハ
ゴ
サ
1
n
v
)

A
a
J
Y
日

zo

す
る
な
ら
ば

八
い
と
い
ふ
の
は
間
約
切
で
あ
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
c

引
勺
先
は

f
e
-
-
4
4
4
J
F
:
 

仰
の
川
刊
に
射
し
て
は
就
に
そ
の
根
接
の
な
い
こ
と

共
連
山
川
州
政
以
こ
不
終
日
待
レ
占
。
ト
れ
二
七
八
之
え
刊
二
品
並
亡

令
二
易
相
h
L

山
一
日
中
ぃ
八
ぺ
亦
不
レ
知
下
批
判
民
岱
レ
泊
二
認
山
刊
誌
ト
世
間

一
一
一
同
亦
無
レ
所
レ
撲
。
震
鄭
先
儒
初
体
…
1
4
0
〈
正
義
〉

?
と
。
印
ち
一
組
山
師
娘
二
易
が
七
八
の
交
令
市
す
と
い
ふ
け
れ
ど
も
、
今
二
易
が
亡
ん
で
な
い
か
ら
そ
れ
が
異
で
あ
る
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い

と
い
ひ
、
っ
良
之
八
」
身
元
代
の
臼
切
で
あ
る
と
す
る
の
も
何
等
の
絞
擦
も
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
喰
こ
の
こ
代
の
易
で
あ
ろ
と
い
ふ

ゐ
る
。
日
く
、

不
レ
知
ニ
賓
怨
以
一
台
吋

世
布
二
郎
裁
易
持
刊
俄
忠
之
引
一
一
日
。
非
日
段
易

λ
出
。
俄

以
滋
刊
一
先
代
之
関
知
サ
北
パ

同
レ
一
一
な
浩
二
m
A
之
じ
八
。

ミ

H
H

巴
4
0
1
H
1
r
町
，
，
ρ
1
一。

弓

Z
主
主
'
れ
ぞ
れ
吉
川
主

訟
に
主
張
校
舎
有
た
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
支
制
対
先
儒
相
伴
7
C
い
ふ
黙
に
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

一
鶴
、
こ
の
誌
や
な
す
も
の
は
間
総
大
ト
の
共
の
文
に
木
づ
い
て
ゐ
る
。

掌
一
一
一
府
知
之
漣
。
一
日
連
山
。
二
日
持
議
。
一
一
一
日
潟
易
。
共
経
卦
皆
八
。
北
パ
別
背
六
十
有
一
凶
。

右
の
連
山

-mw裁
は
友
肢
の
口
切
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
之
は
制
似
る
絡
し
い
。
本
同
博
士
が
そ
の
者
支
那
経
路
小
史
論
に
於
て
、
易
の
成

立
や
論
じ
て
、
連
山
・
問
問
識
は
間
際
部
一
よ
わ
後
に
出
来
七
る
も
の
と
し
て
ゐ
る
が
、
従
一
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
同
一
番
有
十
山
一
只
に
場

:fJ1 
どミ、
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戸
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出
来
七
も
の
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ニヘミふ
sf
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'
Y
4
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Y
J

一
俸
の
如
き
宥
と
忠
ふ
。

i
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R
E
ょ

と
議
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

立
ぞ
北
の
如
く
考
へ
る
か
ら
来
る
結
論
で
あ
る
c

之
は
同
易
の

τ
q
l

・-一'、

E
く

る
以
前
に
ト
法
や
ら
笈
訟

法
ひ
な
い
。
共
れ
は
友
体
な
ど
に

Ey 
0) 
f主

が
あ
っ
て
、

共
れ
に
用
ひ
ら
れ
た
間
関
p

凶
ち
鯵
併
の
如
き
は

今
ノ

ψ

}

f

}

に
あ
て
す

l

る
周
易
以
外
の
者
で
押
競
し
て
一
見
易
の
文
の
如
く
見
え
る
の
が
多
々
あ
る
の
で
も
分
か
る
。

名a

ズハ

続

の

の

均

身

で

な

か

ら

う

か

。

ふ
の
で
あ
ろ
。
印
ち
間
関
知
以
前
に
他
の
易
は
存
在
し
な
か
っ
七
と
見
る
の
が
五
し
い
と
忠
ふ
。
そ
れ
は
私
の
見
る
所
に
よ
れ
ば
周
般
の

三
ん
ハ
経
卦
背
八
、
北
ハ
別
枠
六
十
有
印
し
と
あ
っ
て
、
一
一
一
易
と
も
八
卦
六
十
四
卦
金
持
っ
て
ゐ
た
と
あ
ろ
に
よ
っ
て
も
窺
は
れ
ば
し
ま
い
か
。

万
し
二
易
が
あ
る
と
じ
て
も
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
そ
の
椛
活
が
同

て

、
ノ
こ
必
4
1
L
プ
f

d

J
7
ネ
2
1
7
6

の
こ
と
に
な
ろ
。

に
は
北
ハ
名
と
占
と
が
弘
(
な
ろ
の
で
あ
る
と
し
て
ゐ

、，。、、

Z
4
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府
側
却
が
九
六
守
点
、
ず
る
や
い
ふ
の
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。

J
J
J
t
k
f
称
i

J

、

t
ノ
る
i
f
(

る
と
い
ふ
の

然
し
、

七
八
身
出
す
る
と
い
ふ
の
は

戸、/二、、〉。、
1
4

、零許、ノ

江
一
エ
〈

Y
一
泊
先
く
そ
U

わ
か
ら
ぬ
の
で
あ
る
c

お
は
歩
く
と
も
問
易
以
前
に
は
他
の
お
却
は
な
い
と
考
へ
ろ
の
で
あ
る
。
従
っ
て
八

る
と
い
ふ
の
は
、
非
な
ろ
こ
f
乙
に
な
る
。

れ
し
い
、
一

7

y

;
』

F
1ノ

J
1
u
t匁
J
L
l
r
d

三

)
fぱ
e
L
l
t
弓
リ
3
び
三

i
J

、

若
山
ν
パ
斜
計
七
日
z
J
γ
!い
え
言
/

右
の
論
の
如
く
、
内
易
以
前
に
他

ω
易
が
存
夜
し
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
れ
ば
、
孔
頴
迷
が
、
先
代
の
臼
切
で
あ
る
と
先
的
が
し
亡
の
は
こ

の
合
で
あ
ら
、
フ
と
し
て
あ
げ
亡
例
と
判
は
論
ぜ
ず
し
て
綻
按
と
な
ら
ぬ
も

ω
で
あ
ろ
こ
と
が
わ
か
る
。
然
し
狩
く
こ
れ
に
つ
い

っ
て
見

ょ
う
。仰

の
例
に

つ号、・

5
毎
象
山
い
う

L
-
〉
下
二

ー

!/dH1Jυ
マ
7
J
I

ノ
L
O
P
}
J屯

っ
て
ゐ
ふ
が
お
の
見
れ
い
凶

て
ゐ
ろ

は

0) 

電

{
h

‘、A
W

、

J
J

〈
ず
{
i

枕
川
上
か
、
そ
れ
と
も
孔
頴
訟
の
丸
一
以
り
か
、
そ
れ
と
も
孔
頴
建
時

と
山
川
て
ゐ
る
。
犯
の

代
の
尚
一
誌
に
は
問
の
ゆ
ナ
が
あ
っ
七
も
の
か
、

知
れ
と
も
わ
か
ら
な
い
。
次
の
鶴
美
の
つ
九
五
於
ご
同
あ
こ
と
い
ふ
の
は
ど
う
か
と
い
ふ
と
、
こ

れ
も
別
出
に
は
な
ら
ぬ
と
芯

左
停
に
他
に
…
25MM切
石
レ
之
し
と
か
「
品
川
パ
布
昨
日
間
易
刊
し
と
か
「
以
こ
間
以
知
叫

、伊、

と
の
玲

約
と
な
れ

一… !)4一一一『



総
分
見
出

3
れ
る
。
ど
か
ら
、
こ
こ
に

い
と
い
っ
立
か
ら
E
て、

J
A之
八
!
…
が
他
の
易
で
あ
ろ
か
ら
そ
れ
と
似
加
す
る
岱
に

特
に
「
H
M
於ニ川川口
H

知
日
い
と
い
っ
七
と
い
ふ
こ
と
に
は
少
し
も
な
ら
ぬ
一
の
で
あ
る
。

め
の
刊
は
先
代
の
日
切
と
な
す
の
に
大
き
な
流
山
会
山
内
へ
て
ゐ
る
ア
ッ
で
あ
る
。
然
し
、
「
日
以
之
八
L
や
「
及
之
路
L

ひ
換
へ
た
と
て
夜

も
に
こ
易
が
れ
質
今
川
崎
一
に
し
七
品
で
あ
ろ
T
C
い
ふ
論
に
は
な
ら
な
い
。
小
川
も
仰
の
川
に
於
て
劉
渇
錫
が
「
i
n
λ

之
レ
飴
」
の
下
の
占
討
は
史
が
穆

ろ
。
悲
し
線
美
が
尚
mm
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
隠
の
卦
舎
も
っ
て
き
て

せ
ろ

}
二
¥
ノ

〆

寸

i
U

る
と
い
ふ
の
に
従
ひ
泣
い
の

っ
随
北
パ
山
由
、

ー
ノ
こ
)
ま
ー
ミ
ノ
一

L
パ
ー
と
な
戸
乙

Etd司T
Y
け
た
こ
す

J
T
O
P
I
-
J
J
ノ
ふ
ノ
尤

tr月
J
Pり
急
昼
間
間
〆
ー
I
ジ

l
J
r

円山一市一九一

E
A沼
、
主

，、、り
A
6

・21
a
j
zト

ι
H
1
t
3
2
2
u
-

の
で
は
な
か
ら
う
か
。
郎
ち
、
え
之
路
と
特
に

ろ
日
切
に
か
ら
と
い
ふ
の
で
は
な
く
し

そ
の
設
す
る
持
の
率
的
が
動
機
と
な
っ
た
と
見
る
べ
き
で
、
そ
れ
は
終
妥
の

:
J
f」
、
ノ
ヴ
止
バ
小
山

7
i
oャ

J
-
V
4で
d
F
/
斗
L

ら
れ
る
所
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
先
代
二
必
と
な
す
誌
に

の
制
収
践
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
然
ら
ば
府
民
知
設
身
持
す
る
先
鋭
の
校
擦
と
す
ろ
所
身
見

て
見
ょ
う
。

仰
の
仰
の
都
品
錫
の
論
は
今
法
べ
亡
如
く
、
仰
の
付
命
論
彼
す
る
こ
と
に
は
役
立
つ
。
放
に
は
八
之
八
が
同
ぉ
切
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
針
し

て
間
義
的
に
は
校
掠
ん
血
(
へ
ら
も
の
で
あ
る
が
、
さ
り
と
て
政
鋭
的
な
校
桜
そ
胤
(
へ
る
も
の
で
は
な
い
。

仰
の
ω
仰
の
論
は
お
は
取
ら
な
い
。
之
は
m
n
O
訟
の
根
擦
と
な
る
べ
き
も
の
で
な
く
し
て
、
確
か
に
誤
り
や
犯
し
て
ゐ
る
と
考
へ
る
。
何
と

な
れ
ば
ふ
っ
遇
レ
議
」
と
同
じ
形
の
も
の
で
あ
っ
て
、
や
は
わ

mm却
の
鯵
討
で
し
灼
つ
で
あ
る
も
の
が
、
才
一
体
昭
七
年
に
見
え
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
こ
に
は

と
あ
っ
て
屯
の
卦
都
合
以
て
占
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
銭
大
析
の
設
の
如
く
ん
ば
、
「
遇
レ
屯
」
は
っ
沼
屯
之
レ

は
従
っ
て
問
易
訟
の
校
挨
と
は
な
わ
り
符
な
い
。
か
く
の
如
く
、
川
何
共
に
間
易
訟
に

二
一
交
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
火
の
組
自
に
伏
ろ
。

一
日
却
は
間
関
知
の
以
前
の
も
の
で
は
な
く
、
悲
し
そ
の
こ
易
が
存
在
し
て
ゐ
た
と
し

八
」
と
山
内
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら

あ
ろ
む
こ
の

ォ£
ay
る
主
主
張
、
勺
川
氏
い
松
戸
民
主
ふ
河
口

!
j
3
1
F

、
f
、

重
す
之
丞
事
'
H
J
4
吉
l
Eノ
1
1
J

主
主
-
え
し
J
ん

私
{ま

ー
)
若
こ
立
一
〈
二
日
ノ
¥

L
3
4
l
、
支
J
J
i
女
〈

ni護
大

0) 

ろ

rJJ 

て
も
そ
れ
は
問
易
と
同
じ
性
質
の
も
の
と
し
か
考
へ
ら
れ
な
い
c

-!J5一一一



伸
二
一
つ

ω
術
一
品
川
の
婚
式
全
考
へ

八
↓
史
の
し
内
i
v
，
穆
畑
一
討
の
占
潟
三
つ
得
点
屯
地
珠
山
川
け
八
↓
笈
史
の
占
ー
タ
可
本
季
干
の
占
¥
時

表
之
八
↓
資
関
の
占
」
?
と
な
っ
て
ゐ
る
。
部
し
て
、

す
一
回
の
占
は

同
易
の
懇
討
に
よ
っ
て
足
り
、

そ
れ
が
決
定
力

や
も
っ
て
ゐ
ろ
。
こ
こ
で
疑
問
な
の
は
史

る
専
門
家
の
市
が
決
定
九
一
そ
も
っ
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
げ
ω
。
そ
し

れ
りりv

で
あ
る
符
の
人
が
決
定
力
令
も
っ
て
ゐ
る
む
出

の
人
は

同
易
の
経
討
を
引
い
て
ゐ
サ
心
か
ら
、

こ
れ
に
よ
っ
て

の
決
定
力
の
あ
る
の
は
同
易
の
文
身
引
い
七
か
ら
で
あ
る
?
と
い
へ
る
か
も
知
れ
な
い
。
一
郎
も
形
式
の

向
日
切
の
係
討
が
い
け
で
史
の
占
討
は
見
え
な
い
c

人

八
し
に
は

。〉
J

刈
，
ゴ

'
Vもゆ
円滑

γ
〉
守
£
1

3

t
℃
〉
1
7
C
立
五
、
ハ
7
f
l

沼

m
O
M刊
号

ω
Y
パヌ

I
T
U
-タ
r
l
d
'
J
J

し
J

ノ

山
川
易
の
鋳
討
や
引
い
て
ゐ
る
こ
と
そ
れ
ほ
身
が
河
口
勿
で
あ
ゐ
と
い
ふ
こ
と
や

て
ゐ
る
。

ろ
に
八
命
令
む
此

疑
は
、
肉
料
大
ト
の

-
持
続
〆
に
ま
ど
は
ぎ
れ
穴
も
の
と
い
ふ
ベ
く
、
こ
れ
や

先
代
の
易
で
あ
っ
て
周
易
で
な
い

る
婆
は
一
パ
ハ
の
も
な
い
の
で
あ
る
。

ゆ品、訓告・寸、い叫弘

二
ー
{
/
七

此
の
一
一
一
何
に
つ
い
て
そ
の
正
徳
を
つ
き
と
め
る
に
間
離
な
ら
し
め
ろ
も
の
は
、
一
一
一
付
先
ハ
形
式
や
異
に
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
ベ
良
之
八
」

の
下
に
「
良
之
レ
絡
し
と
い
ふ
も
の
が

八
し
に
は
そ
れ
が
な
い
。

』
〉
バ
託
け
ご
っ

l
C
J↑
J
7
4

U
1
7
±
t
オ，
v

九
ノ
や
iwiιiノ
マ
一

/
L
J
i
{

、L可

と
し、
」、
:;r: 
i;~ 

て

Z

つ。
…
方
も
う
…
つ
は
つ
い
只
屯
悔
珠
山
山
内
八
!
と
は
い
只
惚
と
い
ふ
訟
分
の

の
意
味
内
告
や
も
つ
も

11] 

る…
i

八
し
は
問

の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
先
鋭
も
凝
っ
て
は
局

誰

あ
ら
、
つ
c

叉
、
日
八
之
レ
絡
は
慌
の
卦
ゃ
特
に
出
し
た
の
は

，
終
妥
h
q
佼
す
伐
に
史
が
持
ら
出
じ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
前
に
鰯
れ
七
。
き
す
れ
ば
ぺ
良
之
八
い
と

の
で
あ
る
が
、
唯

/¥ 

乃
江
主
ハ
主
ヌ
ノ
、

η〉
打
川
十
九
一
吸
引
市

f
-
J
F
1
/
丸、

つ
ョ
こ
こ
に
問
題
に
な
る
の
は

の
い
バ
悔
に
つ
い
て
の
は
方
で
あ
る
。
こ
こ
に
於
て
こ
の

-
協
の

てJ

て〉
し、

へ
よ
う
と
す
ろ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
従
来

へ
て
凍
亡
ゃ
う
で
あ
る
。

…
つ
は
本
卦
・
之
卦

の
関
係

は
す
も
の

E
し、

一
つ
ま
J41
ト
1
f
Jと

h

J

叩

t有
U
凶
円
七
次
ゅ
ノ
、
斗
よ

へ
る
も
の
で
あ
る
。

(J) 

本
去1，

2こ
g~J、



貞
・
悔
や
本
卦
之
卦
の
関
係
命
表
は
す

E
い

一
一
一
交
録
者
以
本
卦
竹
川
レ
点
、
十
弘
一
卦
お
レ
憾
。

ま
提
訴
…
、
い
も
九

b
-
b
電

J
d
q
計
七

J
t
-
N

〆
し

る
。
識
別
一
来
は

活
ニ
ぃ
九
屯
熔
一
議
一
背
一
八
寸
ハ
締
詑
V

っ
て

Mm'り、

小
ゲ
r
k
Qけ
川
添
い
、
ふ
品

、ψ4
1

相
仏

U
H
1
b
q
p
t
・J

二
元
一
…
…
交
間
交
静
一
以
本
卦
危
レ
丘
、
之
卦
得
レ
機
、

、
ノ
ヂ
除
、
ノ
〉
明
、
、
二
、
'

A

、ノ

J
V
M
V
L

記
YL4μ

升
ペ
ヲ

GF

惑
い
只
屯
機
数
枠
八
、
議
初
胤
ハ
間
五
、
凡
一
一
一
交
鱗
也
。
ハ

mu初
古
占
〉

っ
て
ゐ
る
。
一
期
し
て
治
代
の
感
者
・
銭
大
所
・
恵
税
・
顧
炎
成
九
時
は
仰
れ
も
こ
の
関
係
に

見
て
ゐ
る
。

(2) 
ドH
圭ト

こ
れ
は
屯
卦
と
強
卦
と
制
方
そ
泣
し
て
得
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

川
山
内
卦
か
ι

点
@
外
卦
i
q
憾
と
す
る
立
場
か
ら
い
ふ
の
で
あ
る
。
京
昭
閥
訟
に
抗
し
て

内
日
レ
点
、
外
け
レ
憾
0

・
災
下
攻
上
屯
、
坤
下
足
上
張
、

mw
こ
此
一
山
礼
町
一
安
在
レ
屯
竹
川
レ
点
、
夜
レ
鴇
胤
箆
レ
悔

と
し
て
あ
。
ろ
。

い
判
初
九
対
し
て
得
一
七
卦
宇
一
一
内
卦
に
、
高
笈
し
て
件
七
卦
身
外
卦
に
擬
し
た
'
と
す
る
の
が
海
保
漁
村
の
説
く
所
で
あ
る
。
日
く
、

故
以
ニ
初
設
所
c
件
一
怨
k

点
、
以
向
日
一
丹
役
所
…
ふ
げ
忽
レ
憾
。
線
二
之
内
外
卦
A
A
U
o

故
一
日
一
日
ぃ
日
パ
屯
悔
強
皆
八
日
也
。
ハ
用
品
古
占
法
〉

一批
と

料
水
文
の

ら
考
へ
て
一
雨
卦
身
役
七
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
疑
問
を
提
出
し
て
ゐ
る
の
は
朱
子
で
あ
る
。
日
く
、

下
先
週
二
件
雨
卦
山
部
品
目
不
十
瓶
二
送
開
初
老
桧
之
交
叫
故
結
レ
之
u
p
九
“
八
弘
山
。
間
出
レ
之
は
M
m
m
而
不
レ
話
、
え
ん
枇
…
レ
怨
迎
。

日
一
卦
鰻
一
小
一
一
勤
交
日
純
一
…
レ
所
レ
府
レ
占
一
的
。
怒
一
削
卦
之
中
必
ず
計
一
問
問
え
。
又
不
レ
鴻
ニ
抑
制
一
日
一
間
二
皆
八
一
郎
此
設
似
亦
未
レ
安
。
口
北
東
ん
尚
之
点
説
、
亦
ホ
小
レ

定
。
ハ
火
時
五
校
…
吋
久
『
〉

L
L
。
部
し
て

137 

と
つ
え
之
レ
随
い
ま
の
こ
つ
に
於
て
搾
怒
七
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
と
し
て
る
る
。



的
問
易
じ
見
え
る
涼
μ

径
と
い

、

/
、

こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の

に
あ
て
は
め
亡
考
で
あ
る
。

不
レ
嫌
二
一
持
一
一
一
寸
金
燦
透
ト
一
一

叉
込
レ
致
也
。
昭
七
年
街
人
敬
一
レ
立
レ
君
、
亦
用
品
一
同
州
笈
イ

比
。
円
盤
一
利
…
利
レ
同
府
レ
点
、
利
レ
建
レ
絞
冶
禁
足
不
良
弱
行
、
史
割
以
ニ
利
点
一

山
レ
悲
観
レ
之
、
点
屯
悔
議
其
忽
私
一
机
ω
刊
明
日
一
府
卦
ザ
一
郎
非
各
議
二
屯
之
申
込
球
μ

説
明
。
ハ

mu初
一
古
占
〉
と
。

印
ち
一
丹
波
の
あ
り
符
べ
き
こ
と
や
L

荒
波
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
図
身
得
る
の

設
抵
過
屯
、

'也

屯

f
t
H
H
H
ι
h
r
b
L
司令、、

下
ト
ネ
々
レ
ブ
争
、
レ
に
じ

7
1
、
ォ
ー
に
仇
尚
一
法
記
λ

ぜ
な
一
ミ
ベ
マ
亡
、

E

言
I
ノよノ

J
J
立
j
♂レ

Z
レ
え
レ
も
長
レ
r
j

あ
る
場
合
で
あ
る
正
し
て
ゐ
る
。
漁
村
は
、

円
以
初
笈
得
こ
屯
之
銑
動
一
史
以
怨
二
一
小
中
一
三
故
一
丹
笈
レ
之
。

と
い
っ
て
、
初
判
泌
が
と
出
た
か
ら
碍
泣
し
七
と
見
て
ゐ
る
。

‘旬、旬、
s
，fI
企
t
a
p

智，，事，

り
リ
川
潟

M
M
S

〆，t
‘、、
A
a
d
1
d
1
4

，，
A
A

山
内
の
水
卦
・
之
卦
?
ζ
見
る
人
々
は
加
に
そ
の
税
援
と
な
る
も
の

的
に
平
合
戦
り
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
会
く
っ
良
之
レ
路
い
に
ま
ど
は
き
れ
士
も
の
で
あ
ろ
。
誌
は
此
の
銃
身
談
り

E
考
へ
る
。
そ
の
仰
山
は
仲

良
之
レ
路
?
と
い
っ
た
の
は
妥
ケ
悦
ば
す
怨
に
史
が
特
に
も
ち

rし
七
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
襟
壌
に
な
ら
ぬ
鴻
で
あ
り
、
仰
木
卦
・
之
卦
と

考一へ
z

ろ
と
っ
持
八
い
の
皆
と
い
ふ
ん
チ
の
説
明
に
窮
す
る
怨
で
あ
り
、
口
付
一
三
以
小
之
八
'
」
も
一
秘
じ
な
く
な
る
に
伏
る
の
で
あ
る
。

仰
に
つ
い
て
は
己
に
越
汝
棋
が
笈
去
に
於
て
論
じ
て
ゐ
る
c

彼
が
沙
陪
殺
が
、

汁
リ
ー
広
三

L
1
J
f
いほ芝、内
U
3
1
1

日、、よ
hyc
、

毛
民
/mj
月
ィ
ノ
私
F
E月
J

ノ
き

て
み
な
い
。
「
点
屯
悔
議
背
八
」
や
本
卦
・
之
jb
の
関
係
に
先
入
学
一

初j
.flH. 
jJLJ 
ーの五
)'L 

…
一
一
一
上
、
在
レ
屯
待
レ
八
、
布
レ
議
亦
八
、
故
恭
一
一
兆
純
設
哨

r
 

純
な
る
者
、
か
屯
と
設
と
に
あ
る
か
ら
梓
と
い
つ
わ
い
の
む
と
い
っ

践
校
八

L
E
い
は
な
か
っ
ゃ
い
の
か
と
奴
問
や
起
し
て
ゐ
る
。

と
い
っ

の
に
釘
し
て
、
そ
れ
な
ら
ば
な
ぜ

ぐ
北
九
の
後
に
式
の
如
く
い
っ
て
ゐ
る
。

YT
寸
正
日
比
怒

4

白

i
i

98 一一一
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L
b
f主
主
ー
も
も
、

五
千
二
、
は
円
高
一

mm
七
八
持
一
小
レ
時
段
、
今
有
レ
八
先
レ
七
、
誠
二
不
レ
礎
者
地
け
八
両
非
ド
セ
也
、
兆
二
地

点
二
上
下
之
五
一
故
例
綿
之
八
、
此
市
二
一
一
一
上
不
レ
襲
、
沙
ニ
上
下
札
パ
「
下
卦
不

百一ド
d

ヒ
、
文
、
H
，ヘ、
J
K
ト

1
J
L
H
下
千
・
土
、
瓦
ご
ト
ー
ヂ

'
L
H
K
卜
守
子
。
三
k
h
k
J
l
o

h
オ
プ
レ
い
よ
れ
か
下
古
事
匂

FTH
日
夕
t

レ
/
一
行
}
J
i
-
-

工
1
8
i込
山
ヂ
レ

j

H

Z
さ
で
手
ム

f
会
一
三

¥
2

不
例
使
交
が
八
の
み
で
あ
る
か
ら
作
八
三
い
つ
ー
に
の
で
あ
ろ
と
い
ふ
の
は
泰
之
八
や
や
は
り
…
陰
交
不
縫
と
考
へ
る
。
ざ
れ
ば
ど
の
交
身
不

と

均

へ

る

か

、

へ

お

か

、

そ

の

校

擦

は

文

に

は

見

え

な

い

の

で

あ

る

。

放

に

折

角

一

段

去

に

あ

げ

ロ
パ
之
八

一

k
H
吋
下
礼
町
之
二
一

一
に
あ
げ
て
ゐ
る
如
く
五
え

すこ

に
於
て
し
っ
く
り
し
な
い
所
が
あ
る
。

…
山
も
広
が
前
に
言
う
七
如
く
、
此
の
一
一
一
句
の
小
、
最
も
純
粋
の
形
は
泰
之
八
な
る
故
に
、
之
や
廿
松
本
に
し
て
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

E
芯

ふ
の
で
あ
る
。

次
に
仰
の
一
市
卦
訟
に
於
て
、
川
先
づ
最
初
に
本
wmが
民
に
つ
い
て
内
卦
・
外
卦
に
凡
て
ゐ
ろ
の
は
一
見
一
献
に
こ
ぢ
つ
け
の
如
く
で
あ
る

が
可
成
樹
白
い
見
方
で
あ
ろ
と
必
ふ
り
民
象
は
校
守
支
す
故
に
、
こ
の
場
合
の
設
す
る
目
的
に
令
殺
す
ろ
八
卦
で
あ
ろ
。
故
に
安
h
q
M
何
十
り
出

し
て
震
や
中
心
に
し
て
考
へ
て
い
只
憾
と
い
っ
た
と
見
て
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
部
ち
、
三
出
身
内
卦
に
も
つ
屯
ね
M
E混
在
外
卦
に
も
つ

強
卦
と
が
持
八
し
lι

見
ろ
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
易
築
上
に
於
て
は
点
・
憶
は
内
卦
@
外
卦
か
求
は
す
と
い
ふ
此
(
擦
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

係
十
五
年
俸
文
に
惑
卦
の
説
明
に
、
ぺ
府
議
之
点
風
也
。
尖
悔
山
也
O
L

と
あ
っ
て
、
点
は
内
卦
、
悔
は
外
卦
で
あ
る
こ
?
と
が
わ
か
る
。
一
路
、

友
人
俸
の
占
川
町
一
の
仰
は
笠
際
的
対
し
て
そ
の
件
七
卦
守
点
つ
亡
も
の
か
ど
う
か
は
頗
ろ
疑
問
で
あ
マ
ω
。
舵
廿
二
年
隙
敬
仲
を
占
っ
て
敬
仲
五
社
の

孫
隙
松
子
が
持
に
於
て
路
大
と
な
っ
た
こ
と
守
設
中
弔
問
し
て
ゐ
る
が
如
き
、
如
何
に
泊
一
令
せ
し
め
ろ
怨
に
卦
を
以
て
説
明
し
亡
?
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
ゃ
う
で
あ
る
。
市
し
て
関
・
佼
に
開
閉
す
る
場
合
は
、

に
お
し
て
は
屯
版
灯
、
紫
に
釘
し
で
は
屯
之
レ
比
と
あ
わ
、
関
…

泰
は
一
一
一
よ
り
五
に
至
る

と
も
考
へ
ら
れ
、

っ
て
来
て
ゐ
る
。
昭
七
年
に
は
伎
や
決
め
る
場
合
に
元

の
設
に
は
や
は
わ
屯
之
レ
比
や
も
っ
て
き
て
即
応
り
、
許
認
泰
之
レ
八
の

あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
か
ら
案
外
こ
の
場
合
も
災
裁
が
あ
る
か
ら
屯
卦
と
議
卦
と
や
も
っ
て
き
が
い

て
考
へ
て
、
ぃ
兵
務
と
い
っ
七
と
も
怠
M

い
れ
な
い
こ
と
は
な
い
か
ら
、
本
船
が
災
t
q
も
っ
て
含
七
の
拡
抑
制
凶

ヰ主

{ま

一--~ !.}O -_-… 



の
あ
ろ
こ
と
か
も
知
れ
ぬ
。

M
W
然
し
、
後
人
よ
ち
し
て
見
れ
ば
ど
う
も
、

擬
一
し
七
と
い
ふ
設
切
で
あ
る
。

そ
れ
で
掌
昭
の
誌
や
}
論
川
崎
的
に
し
た
の
が
海
保
漁
村
の
内
卦
外
卦
に

ヨ
む
、
コ
ム
、
。

i
ノ
ァ
ア
し

ヨ
べ
@
谷
川
乃
小
心
母
一
べ
こ
つ
け
て

智

t

J

τ

必
S
B
/
E
-

、
g
A
l，
v
j
リ
，
〆
冶

f
y
d
F
1
i剖
M

の
考
は
朱
文
公
易
訟
に
次
の
如
く
見
え
て
怒
る
。

憾
元
錨
氏
動
別
有
悔
c

e

J

U

F

、

7
乙
写
1
7

又、

悔
円
五
践
レ
人
底
。

か

L1.L仏三

bv~AF41

4
t
-
ノ
チ
寸
レ
汗
づ
品
川
知
一

と
も
見
え
て
ゐ
る
。
部
ち
い
只
と
憶
と
は

設
と
人
と
の
関
係
争
?
去
は
す
と
い
ふ
の
で
あ
ろ
ヱ
i

懸
之
点
風
也
、
共

始
と
路
、

ら
う
。
さ
れ
何
点
・
憾
の
性
質
よ
り
守
れ
ば
本

悔
山
也
し
と
い
ふ
の
も
、
卦
に
は
内
卦
令
外
卦
そ
客
?ζ

考
へ
る
こ
と
よ
わ
の

卦
、
ク
一
卦
と
見

ι
の
も
初
公
の
札
U

e

再
放
の
卦
と
見
ろ
の
も
何
れ
も
優
劣
を
決
し
難
い
も
の
と
忠
は
れ
る
。
が
、
伐
に
明
文
の
あ
る
内
卦
、

の
側
一
か
ら
見
て
、
窓
昭
の
訟
に
持
て
難
い
趣
が
あ
る
。

L
」
北
ハ
に
論
理
的
に
は
漁
村

-rLj
こ

b
ノ
中
式

)
w

訪{

く

つ、

に
見
え
る

ろ

の
訟
に
背
背
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

}訂
し
て
やす
0) 

か
ら
の
は
供
向
は
賀
に
背
紫
に
中
っ
て
ゐ
る
も
の
と
い
ふ
べ
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
持
の
字
が
諜
蒜
/
¥
。
本
卦
・

0) 

之
卦
に
汚
へ
る
と
山
川
け
の
ん
ナ
が
じ
っ
く
り
し
な
い
、

も
の
と
考
へ
て
灼
め
て
背
の
ハ
ナ
が

来
る
。

ろ
か
安
か
の
問
題
が
あ
る
。

ふ
こ
と
は
然
知
の
お
議
終
に
於
て
も
見
え
る
c

又
、
金
粉
が

7ω
符
が
口
に
於
け
る
金
移
の
訟
で
あ
る
む
以
笈

例
L
L
し
て
あ
げ
て
ゐ
る
昭
七
年
の
伴
文
は
事
怖
が
ん
み
ル
呉
る
が
如
く
で

然
ら
ば

る
と
い

る
に

あ
る
。
加
し
て
漁
村
が
初
設
し
て
件
七
屯
卦
が
不
中
日
で
あ
る
か

と
い
ふ
の
は
常
ら
な
い
。
何
故
な
ら
日
間
…
年
の
俗
文
に
、
屯

之
レ
比
企
公
枝
の
卦
と
い
っ
て
ゐ
る
む

も
利
レ
建
レ
伐
と
あ
っ
て
決
し
て
不
六
で
は
な
い
。
何
故
に

、
3
も

3
・妻、

古
る
出

ひ
て
求
め
る
な
ら

κ、

ら
了
キ
に
し
亡
の
で
あ
る
と
見
ろ
よ
わ
社
方
が
な
い
。

i
e

、

到
く

佐川
3
7
J

り

、J
4
A
3
4
，
J
も

以
や
は

F 一一 100一一一



要
す
ろ

で
あ
ら
う

E
芯
ふ
り
一
郎
し
て
そ
の
根
接
合
仰
の
凶
・
け
に

あ
る
o

H

以
後
に
「
良
之
八
い
と

八
い
に
は

t
事

L
s
♂

1
T
F何

時
圭
若
手

τ

の
で
あ
っ
て
、
本

M
-

之
卦
と
考
へ
七
絞
り
は
屯
之
レ
隠
と
い
っ
た

二
谷
川
崎
日
出
叱

1ν

ニハ

}
t
ι
Rノイ
'

J

i

J
ん

r、ラー

「
之
い
の
ル
ナ
が
あ
っ
て
、

ぺ
点
屯
悔
絡
協
幹
八
い
に
は

が
な
い
の
は
ど
う
い
ふ
わ
け
で
あ
ら
う
か
ベ
之
」
は
…
鶴
っ
治
く
〕
の
窓
に
併

う
か
。
貞
・
悔
身
柄
卦
に
取
る
と
ベ
之
い
の
な
い
の
が
疑
問
と
な
る
。
在
体
昭
サ
九
年
体
文
の

ぷ
弘
之
レ
始
い
の
之
な
助
辞
と
見
る
の
が
劉
炊
の
訟
で
あ
ろ
が
、
此
ち
他
の
左
体
の
例
よ
わ
考
へ
て
コ
組
く
い
と
訓
hu
方
が
い
λ

と
忠
ふ
。
「
え

之
八
い
コ
ボ
ヲ
ヤ
八
い
も
外
の
例
一
と
同
一
形
式
三
凡
で
之
守
治
く
?
と
見
七
い
。
き
れ
ば
「
ぃ
氏
一
屯
悔
議
皆
八
i
一
は
っ
屯
之
八
に
「
謙
之
八
し
の
勺
之
い

'
t
k
¥
j
J
 

ノ
O

一

〈
み
ず
戸
、
キ
ー
と
J
，

D
dと
す
く

r

J

J

h

i

J

J

一九、

z

f
白川円
'f

が
附
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
場
合
、

で
「
八
に
ゆ
く
し
と
い
ふ
や
う
に
八
な
動
詞
に
見
た
い
の
で
あ
る
。
以
上
に
よ
っ
て

八
い
と
形
式
そ
統
一
す
ぞ
〕
と
が
出
来
亡
。
然
ら
ば
っ
之
八
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
易
事
上
の
内

山
川
町
内
リ
ニ

J
b
官
h

，iト
}
旬
、

勺M
A
之
八
」
っ
屯
之
八
」
「
謙
之
八
し

容
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
皆
く
先
一
儒
の
読
の
怒
川
氏
の
泌
程
守
山
地
'
り
七
い
と
忍
ふ

、
ノ
司
社
e
d判一
h
司
令
九
ノ
2

4

一

f
k
日い
1
A
J
I雪
/

し

旦

八
や
交
に
間
関
係
せ
し
め
て
解
絡
し
七
立
場
と
卦
に
結
び
つ
け
て
解
燃
し
七
立
場
と
が
見
ら
れ
る
。
而
し
て
前
者
は
老
陰
・
老
陽
・
少
陰
@

砂
防
の
間
援
と
結
び
つ
い
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

一
、
交
の
立
場

こ
れ
に
は
弐
の
一
一
一
つ
の
段
階
が
あ
る
や
う
で
あ
る
。

約
八
や
少
陰
不
畿
の
え
安
心
次
は
す
も
の
?
と
す
る
考
に
本
づ
い
て
の
解
雑
で
あ
る
。
社
訟
に
、

ニ
易
皆
以
二
七
八
司
祭
レ
ト
向
。
故
一
一
一
間
三
W
A
之
予
八
。

と
あ
一
る
が
、
之
に
孔
頴
建
一

此
笈
乃
一
一
一
閃
二
良
之
が
八
、
一

一
交
不
レ
護
者
会
八
一
也
。
諜
一
脊
求
レ
交
繋
辞
右
レ
一
氏
、
北
ハ
撚

ム
ハ
得
一
日
老
陰
↓
説
パ
叉
皆
緩
也
。
九
匁
二
老
脇
工
ハ

t
k
-
3
L
3
1
9
J
Z

七
夜
間
内
一
工
、

3

ノ
n
f
F
レー
f

J

h

い
J
t
A
Z

吋誌レ↑ノ

oe--aJP3
‘
レ
し
を

K
L
ミ
ラ

F
レ
裂
ヰ
こ
が
ノ
ブ
プ
一
一

101一一一



待
日
棋
の
絵
叶
な
パ
え
地
け
麹
也
。
同
易
以
レ
崎
明
一
得
レ
点
、
・
点
二
九
六
之
交
正
問
之
諸
笈
品
川
川
一
ん
点
二
境
交
一
也
。
元
山
込
山
続
殺
以

之
A
X
一
二
易
放
亡
、
不
レ
知
二
宮
然
以
一
A
U
4

写

勾

ザ

沖

1
0

一
ヂ
μ
レ

i
i

と
疏
し
て
、
社
訟
の
七
八
今
以
て
い
内
す
と
い
ふ
の
は
七
八
の
交
守
点
す
る
の
で
あ
る
と
い
っ
て
ゐ
る
c

こ
こ
に
社
設
の
遠
山
二
w誠一式

?ζ

い
ふ
は
設
り
な
る
こ
と
は
既
に
指
摘
じ
七
所
で
あ
る
む

而
し
て
比
一
之
八
の
場
合
は
、
阻
ん
の
ふ
ハ
ニ
の
交
が
務
り
務
じ
な
い
で
、
他
の
五
え
が
品
川
務
じ
七
と
見
る
。

判
比
五
4

劾
立
、

，J
/よ

2
7
/止
Jt

移
一
公
笈
過
ご
良
之
日
ド
八
、
史
日
、
是
約
二
日
λ

之
下
降
、
犬
良
之
レ
路
，
院
二
不
レ
致
、
所
遇
レ
八
也
c

ハ
定
時
社
解
補
正
所
故
〉

と
い
ひ
、
沙
路
総
は
例
と
し
て
え
之
八
を
も
っ
て
き
、
こ
え
、
一
文
、

の
例
と
し
て

象
U
a
i
T
L
J
ど
も
つ
亡
今
、
亡
、

マ
T
J
l
J
i
f
'
J
s
y
t
d
v

、

k
q
不
務
交
と
見
て
ゐ
る
此
一
試
ナ
ゲ
ふ
刊
す
も
の
は
、
何
れ
も
本
え
之
八
九
と
見
る
の
で
あ
る
が
そ
れ

ろ
こ
と
は

つ
に
。

八
に
つ

い
て
制
ひ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
兵
之
八
在
日
以
之
レ
艇
と
し
亡
例
に
歩
調
、
身
令
は
せ
よ
う
と
す
る
c

芥
川
版
紡
汁
く
、

楚
泰
之
八
、
役
二
諸
問
以
之
一
ν
八
、
北
ハ
五
交
特
慶
、
唯
一
交
得
レ
八
不
レ
饗
也
亦
可
レ
察
話
。
技
泰
之
八
守
山
伯
A

A

観
岩
手
之
一
一
一
一
也
、
今
推
4
J
W
尚
北
パ
占

日川州知
ν
得
ニ
泰
之

L
M也
。
ハ
定
問
易
一
家
一
一
一
一
同
〉

と
。
こ
の
一
一
一
つ
の
存
在
の
可
能
性
が
料
品
像
さ
れ
部
も
そ
の
一
つ
に
無
却
に
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
叫
に
此
の
必
の
不
安
定
が
あ
る
。
公
宗
に

も
一
段
に
引
用
じ
七
如
く
ベ
泰
之
八
一
交
不
紫
、
点
二
上
交
之
五
一
故
初
一
裕
二
之
八
こ
と
一
沿
と
し
て
あ
げ
て
ゐ
る
。
尺
之
隠
の
如
き
も
の
が

な
い
か
ら
泰
一
日
間
の
六
五
の
交
に
限
定
し
た
海
山
が
わ
か
ら
な
い
c

叉
、
こ
の
訟
を
主
張
す
ろ
人
は
沙
防
総
の
如
く
、
い
は
屯
悔
珠
山
代
八
九
T

本
美

之
え
と
考
へ
一
一
一
手
〈
不
鐙
と
し
て
ゐ
て
、

ま
L
1
み
ス
1
U

五
、

o

p
t
-

ノ
F
i
v
#
J
J
J
'
U

八
i
q
や
は
り
少
徐
不
務
の
え
と
は

が
右
の
説
く
所
E
々
し
間
決
な
る
は
本
昭
の
訟
で
あ
る
。
ぃ
只
屯
悔
珠
山
山
川
八
に
於
て
は

1
2
4
4
~
L
4
Aに
い
士
写
日
持

μ
1
4
b、
ん
は

1
1
・
炉

1
L
4

j
A
J
2
2
F
E
3
v右
レ
I

J

J

寸
レ

d
l
J
i
弓

主

主

十
1
!ニ
よ

i
ノ
F

'
と
い
ひ
i
J

務
之
八
に
於
て
は
、
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遇
レ
泰
、
似
…
二
勤
交
ペ
笈
レ
鴻
レ
侯
泰
一
一
一

と
い
っ
て
、
震
象
に
つ
い
て
い
っ
て
ゐ
る
。
私
は
前
の
除
交
不
レ
動
、
北
パ
数
枠
八
、
故
得
コ
泰
之
八
点
〈
ニ
ド
バ
屯
府
内
議
竹
八
↓
決
議
問
。

e

悔
の
説
明
に
於
て
立
wmが
長
象
や
も
っ
て
し
七
こ
と
に
賛
成
し
亡
。
然
し
こ
の
.

詩
人
才
ま
を
-
h
X
J
I
艇
ぷ
、
o
z
k
〆一

L
J
t
j
i
f
ミ
ぷ
、
i

J

ご

う

う
0

1

え
ま
4
4

E
d
f
l
z
h
H
及
ペ
ア
し

J
J
で
/
る
叫
諮
問
的
日
死
ア
し
J

七
じ
て
JZ
〆‘

IJl一一

-
り
一
立
に
長
る

や
は
り
民
銀
で
は
あ
ろ
が
、
こ
こ
に
は

役
七
ら
ん
こ
と
や
怨
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
点
・
憾
に
於
け
る
祭
象
の
説
明
は
首
肯
出
来
ろ
が
、
八
に
間
附
す
る
以
'
り
、
円
以
之
八
と
紙
織
す
る

や
免
れ
な
い
。

州

W
右
に
於
い
て
本
昭
が
劾
交
な
し
と
見
て
ゐ
る
が
朱
子
も
二
、
伶
の
村
一
に
於
て
引
用
し
た
如
く
、
老
陰
老
陽
の
交
に
航
は
な
い
こ
と
を
い

ふ
の
で
は
な
い
か
と
、
穏
可
久
に
答
へ
て
ゐ
る
。
一
印
し
て
そ
れ
な
ら
路
交
も
あ
る
の
に
何
故
に
専
ら
八
と
い
っ
て
ゐ
る
か
と
疑
ひ
、
又
来
官

の
捻
に
も
あ
は
な
い
と
い
っ
て
そ
の
誌
に
安
ん
じ
て
ゐ
な
い
。
然
し
、
前
者
一
は
態
加
来
が
共
の
如
く
一
一
一
日
っ
て
ゐ
る
の
に
よ
っ
て
も
或
は
説
明

出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。
日
く
、

或
問
、
光
氏
関
説
所
裁
方
一
体
於
ニ
穆
美
之
笈
ん
凶
ほ
え
之
八
、
関
認
定
一
一
駐
耳
之
笈
亦
日
泰
之
八
、
叉
は
川
貞
屯
悔
強
枠
八
、
七
八
持
不
純
使
交
、

何
以
平
一
一
一
日
七
出
率
一
一
日
八
、
日
七
七
著
数
也
、
八
八
卦
数
也
。
一
一
一
投
之
絵
、
仰
げ
こ
歩
陰
交
一
最
臼
如
、
依
北
パ
撚
者
多
符
八
。
故
総
体
亦
多
感
レ
八
以

組
レ
ト
日
也
。
ハ
終
訟
〉

八
の
八
争
解
す
る
開
鍵
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
羽
く
専
ら
八
と
い
っ
て
七

説
明
と
し
て
悶
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
段
に
八
や
卦
に
つ
い
て
考
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
交
に
つ
い
て
は
考
へ
て
ゐ
な
い
の

と
。
「
八
八
は
卦
の
数
也
し
と
い
ふ
の
は
寅
に
此
の

は
な
い

そ
れ
な
ら
何
故
に
わ
ず
/
¥
「
之
八
L

の
ヂ
身
的

け
大
か
y

疑
問
と
な
る
。
左
停
倍
十
五
年
に
は
っ
遇
レ
悲
し
と
あ
り
、
成
十
六
年
に
は
っ
遇
レ
復
し
と
あ
り
、
更
に
昭
七
年
に
は
J
焔
レ
屯
」
と
出

て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
と
鼠
別
が
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
。
前
二
者
は
周
易
の
鉱
跡
調
身
用
ひ
て
な
い
か
ら
明
く
措
く
、
と
し
て
も
「
遇
レ
屯
」

そ
の
間
以
り
に
於
て
は
コ
設
之
一
八
」
と
全
く
同
様
で
あ
る
。
ぺ
之
八
し
の
二
字
が
多
い
の
は
そ
こ
に
何

で
あ
る
。
此
の
老
陰
老
陽
の
交
に
飽
は
な
い
と
い
ふ
訟
は
…
溶
尤
も
な
や
つ
で
あ
る
が
、

は
明
か
に
間
関
恨
の
象
続
一
身
用
ひ
て
ゐ
て
、

か
際
一
閣
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
替
で
あ
る
。

←ーャ，l O;~



交
に
つ
い
て
考
へ
て
ゐ
る
設
は
友
成
七
八
会
以

る。

と
い
ふ
の
に
と
ら
は
れ
て
ゐ
る
と
い
へ
ょ
う
、
そ
れ
身
絞
っ
亡
の
は
廠
炎
武
で
あ

一一1M

)
設
ノ
と
C
ま
と

L
L
ミ
♂
レ

μ
1
3

仲
間
開
グ
〆
主

t
r
j
j
y
f
t
E

易
布
二
七
八
九
六
三
加
え
似
繋
二
九
六
4

秋

侍

杉

山

一

辞

退

え

之

八

、

背

認

す

一

問

符

引

ニ

パ

え

溺

拶

一

別

名

之

ム

ハ
G

H
K
知
乾
坤
亦
夜
間
m
七
用
八
時
也
c

乾
d

日
初
七
済
能
勿
用
可
也
。
坤
同
一
日
務
部
州

続
一
清
北
ハ
常
也
。
占
不
判
例
者
兆
一
以
悲
。
故
翠
人
間
取
ん
之
九
六
。
欧
州
問
永
叔
日
、
易
沼
点
二
立
八
議
↓
故
以
注
パ
所
点
者
名
品
げ
入
、
不
前
六
交
昔
、
九
六

也
、
符
之
会
。
ハ
日
知
鋒
〉

こ
れ
に
よ
れ
ば
泰
之
八
そ
や
は
り
、
泰
之
山
一
川
と
見
る
谷
川
願
耐
の
轍
守
履
む
こ
と
に
な
り
、
ぃ
バ
屯
憾
議
持
八
ゃ
い
か
に
翻
る
か
y
m
w
か
で

な
い
。
点
悔
や
溺
卦
L

乙
見
れ
ば
問
題
一
で
な
い
が
、
本
卦
e

之
卦
?
と
見
れ
ば
一
一
一
八
九
級
一
と
な
っ
て
矛
活
し
て
来
る
。
加
し
て
廠
炎
武
の
訟
の
如
く

ん
ば
、
路
交
樹
h

り
務
ず
れ
ば
、
之
レ
九
と
い
を
」
と
に
な
ろ
。
然
し
だ
博
一
交
務
の
多
く
の
例
の
中
で
之
ム
ハ
と
か
之
九
と
か
は
み
一
く
見
出
さ

れ
な
い
の
で
あ
る
。
社
抗
の
七
八
そ
以
て
出
す
る
と
い
し
た
所
は
よ
い
が
、
未

r訟
じ
な
い
所
が
あ
る
。

、
守
ブ
/
¥
、

ど
さ

J
d
rさ
か
乙
ち
'
二

F
F
T
j
L
j
A

書
官
二
汀
ノ
告
主
主
千
タ
ニ
査
一
子
丹
ゴ
い
口
パ
J

ノ

A

也
。
亦

毛色

二
交
樹
一
小
川
世
間
名
之
八
、

1
1
バ
リ

T
L

仁
l

，
夜
七
/

f
J
J
O

目

i

H

U

E一
~

μ

I

 

二
、
卦
の
場
合

八
ケ
明
僚
に
卦
に
路
係
せ
し
め
七
も
の
で
、
こ
こ
に
も
戎
の
一
一

山
川
惑
械
は
ニ
交
以
上
懸
命
八
と
い
ふ
の
で
あ
る
L
L
す
る
。
日
く
、

易
一
稿
、
天
下
之
動
員
中
山
〈
…
、
故
卦
え
之
助
一
郎
一
止
、
雨
期
惑
。

悔
致
品
川
八
、
乃
一
一
一
小
橋
屯
ア
一
議
出
孫
八
。

見
ら
れ
る
。

…
交
務
宥
俳
崎
市
九
九
六
勺
ニ
交
以

乃
五
え
緋
~
不
孫
良
之
随
一
山
総
八
。
所
前
貞
夫

八
品
作
卦
之
一
数
心
者
傾
向
料
、
卦
方
以
知
去
、
知
以
続
税
、
如
来
危
卦
之
未
成
者
、
滅
私
給
戸
川
卦
之
己
成
宥
ペ
故
不
日
七
…
山
什
八
。
山
仲
秋
内
外

体純一…
ι

双
山
判
茶
卦
之
七
者
、
以

ー、

o
f叫
1
t
、↑3
A
1
1
J
A
-
-
M

ノ
司
一
i
↑
ろ
で
ー
っ
訓
?
雫
〕

ρ'J叶
吋

r也。

未
成
卦
也
。
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ゐ
者
者
八
と
裕
す
?
と
明
か

る
。
八
ゃ
れ
灯
獄
と
し
た
の
は
前
に
取
げ
た
諮
問
加
来

と
い
っ
て

べ
み
ず
は
八
守
が
数
と
し
た
一
周
で
あ

じ
て
ゐ
る
。
而
も
こ
こ
に
特
に

と
ふ
れ
く
は
、
李
山
一
昨
の
同
易
集
併
に
は
担
慌
の
訟
が
あ
げ
ら

も
山
川
て
ゐ
る
Q

れ
て
ゐ
る
。
は
く

I'主
主
主

-
i

、

f
A
1
2
F
3
4
 

J
1
i
 

))日

七
七
間
十
九
、
象
一
コ
協
同
一
ヰ
お
レ
ぽ
哉
、
間
レ
之
以
知
二
来
物
ペ
走
者
一
之
総
同
国
神
也
、
卦
之
数
八
八
六

ペ
ル
ル
パ
潟
レ
用
也
。
交
位
有
レ
分
、
問
問
レ
之
以
政
レ
役
知
レ
来
、
え
卦
之
倍
、
方
以
知
也
。

と
。
又

{ま

ν
七
俗
、
計
以
レ
八
出
、
ハ
庶
持
、
陸
良
品
位
十
七
〉

E
見
え
、

令、、

f
司
ー
み
た

3
お
こ
ま
、

一，

i
y
，h
N
F
J
チ一一右辺
z
n
;
{

郁
子
日
、
八
有
卦
之
小
成
、
期
六
十
四
怨
大
成
、
者
徳
凶
以
況
一
一
人
数
、
故
七
七
四
十
九
、
札
口
筏
方
以
泌
地
数
故
八
八
六
十
回
。

と
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
に
於
て
は
八
は
少
除
不
援
交
と
凡
な
い
で
卦
の
数
と
見
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
議
械
は
八
十
守
交
の
宜
場
か
ら
見
ず
に
卦
の
立

場
か
ら
見
て
ゐ
る
ο

…
印
し
て
二
え
務
以
上
と
い
ふ
け
れ
ど
も
そ
れ
は
不
獲
で
あ
ち
と
い
ふ
論
法
を
取
っ
て
ゐ
る
。
日
く
、

京
見
出
口
抗
、
え
勤

mN艶
一
、
能
動
期
不
襲
、
作
必
然
…
え
襲
渇
九
六
、
一
一
文
以
上
媛
鴻
七
八
也
Q

ー
ハ
卦
議
後
、

日
崎
、
百
五
率
一
訂
片
手
口
付

』

F
4
2
1
f
}
I
1
1
4タ

皆
六
交
不
動
也
。

(
易
例
の
占
卦
の
部
〉
?
と
。

て
ゐ
る
。
こ
こ
に
於
て
米
子
が
者
除
、
治
陽
一
の
え
に
鋭

の
一
訟
と
朱
子
の
者
段
者
協

レ〕

1
明

B
J
a
a
:
 

主

、

、

明

」

1
丸
、

1
ノ
広
立
凶
な
本

4
¥ノ

I
a
b
-
-
-
K

去
る
と
し
」
一
務
。
言
語
江
主
〆
よ
郎
、
治

ま
ず
と
し
こ
之
こ
守
し

c

l
，
H

3

7
ぎ

I
3

例
そ
川
引
い
て

れ
ろ
。
一
加
し

の
え
に
偵
は

T 

で
八
そ
え
に
つ
い

¥
こ
pv
る
こ

/

寸
i
4
λ
}
-

緩
う
て
ゐ
土
器
一
山
婦
が

は
そ
の
弾
力
性
に
於
て
夜
し
い

時
に
揺
れ
七
感
が
あ
る
。
八
位
卦
と
い
ふ
新
し
い
力
強
い
立
場
に
え
っ
て
4
2

あ
る
の
で
あ
る
。

-
J
o
 

p
r
f噌
ペ

り

K
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向
山
息
地
の
二
え
以
ト
一
議
は
不
穏
で
あ
る
と
い
ふ
忍
殺
は
必
然
叫
に
卦
辞
に
連
絡
す
る
。
卦
に
捻
び
つ
い
て
ゐ
る
も
の
は
公
献
で
あ
る
。

卦
針
命
以
て
点
す
ろ
そ
八
と
併
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
疑
問
は
越
汝
楳
の
笈
ん
が
で
あ
る
。
は
り
く
、

松
安
川
辺
川
何
日
収
之
八
、
法
問
笈
役
一
会
之
八
、
皆
郎
市
二
什
汁
川
断
刊
枠
外
レ
点
。
山
立
川
説
得
八
一
向
以
卦
節
点
者
ル
常
時
点
訟
都
心

と
し
て
ね
バ
佐
々
以
て
い
i

け
す
る
事
責
そ
治
経
に
見
て
ゐ
る
。
更
に
そ
れ
や
断
定
し
た
の
は
銭
大
析
で
あ
る
。
尽
く
、

占
定
之
法
け
、
春
秋
之
世
、
三
釘
妙
心
川
存
、
江
八
以
周
易
一
占
者
一
交
援
期
以
援
え
節
点
。
知
桜
之
吾
、
時
妹
之
段
、
明
夷
之
謙
之
絞
殺
け
八
九
也
。

数
え
縫
別
以
象
的
断
点
。
加
え
之
八
、
屯
点
、
悔
務
品
川
八
月
五
也
。
ム
ハ
ペ
丸
山
材
不
料
館
亦
以
象
僻
点
、
泰
之
八
是
迎
。
以
え
続
出
総
九
六
、
以
象
占

稀
八
九
六
八
之
名
、
依
同
一
切
知
有
レ
之
。
(
消
研
堂
文
集
谷
川
向
山
間
一
…
一
〉

と
。
明
快
な
治
で
、
事
賓
の
い
核
心
を
つ
い
て
ゐ
る
。
喰
、
問
題
北
ハ
の
一
に
於
て
論
じ
た
如
く
、
惑
掠
も
銭
大
研
も
、
一
一
一
旬
の
形
式
統
一
に
深

く
忠
を
殺
さ
な
か
っ
た
沿
に
、
本
線
は
点
屯
悔
議
品
川
八
や
一
一
一
交
穫
と
し
て
い
A

立
八
巻
五
交
縫
?
と
し
て
泰
之
八
に
は
言
及
し
な
い
と
い
ふ
こ
と

に
な
り
、
銭
大
研
は
数
支
援
と
し
て
え
之
八
と
点
屯
悔
議
皆
八
や
も
っ
て
き
、
ム
ハ
え
持
不
機
一
と
し
て
泰
之
八
ゃ
あ
げ
る
や
う
な
こ
と
に
な
っ

て
、
そ
こ
に
も
う
一
段
の
精
錬
さ
を
援
す
る
が
如
き
感
そ
輿
へ
る
の
で
あ
る
。
部
ち
、
選
銭
二
氏
は
未
だ
い
只
・
憾
な
本
卦
・
之
卦
に
見
る

h
q
砕
い
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。

伶
こ
れ
に
併
合
へ
て
税
は
れ
た
の
が
海
保
漁
村
の
潟
易
古
占
訟
で
あ
る
。
先
づ
、

八
者
識
ν
卦
之
名
又
二
手
〈
以
上
媛
占
レ
許
之
名
ぺ

と
八
や
定
義
し
て
ゐ
る
。
刊
し
て
二
交
以

は
象
判
断
h
q
以
て
占
す
る
と
な
し
て
ほ
く
。

月
易
耽
点
二
一
え
以
上
競
者
不
レ
可
レ
執
ニ
ハ
九
…
別
本
市
川
丈
一
向
占
レ
友
、
幻
均
二
七
八
円
四
川
一
一
小
レ
簿
、
足
先
係
十
川
議
、
向
山
間
以
役

十
け
感
欠
段
、
斯
義
不
レ
明
、
諸
係
附
合
之
一
説
、
又
従
一
向
乱
レ
之
、
別
問
易
ぃ
内
法
之
町
一
以
沈
淡
五
二
今
日
一
位
。
キ
ム
何
一
壮
一
河
出
左
侍
松
竹
一
一
銭

未
絶
、
件
以
後
二
千
古
胸
秘
一
日
、
易
竹
川
右
山

MHP務
者
刊
点
、
数
日
…
え
響
引
義
怯
(
別
論
レ
象
車
孔
仲
建
け
れ
知
、
従
枠
以
一
様
一
似
合
λ
グ
山
、
体

之
諸
笈
持
公
也
。
方
…
え
絹
縦
淀
川
別
件
ミ
持
論
此
又
一
惑
が
…
え
刷
物
以
上
、
一
号
〈
皆
謎
一
司
山
川
結
え
議
出
火
、
不
レ
知
二
一
い
川
レ
従
、
別
川
い
川
v
d

日総九州ニ
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交
M
M
ぺ
峨
九
出
来
二
殺
此
J
V
H

件
二
之
筏
縦
師
相
伊
川
川
知
的
帰
伐
材
占
法
…
交
繍
務
者
以
内
吋
交
辞
占
、
一
一
交
以
La--ω

明
者
総
占
ご
象
川
町
不
レ
ぃ
内
二
交
付
吹

，h
 

走
前
義
也
む

義
呉
川
レ
論
レ
象
し
ゃ
竹
泌
氏
は
ん
げ
笠
に
コ
任
…
交
轡
下
、
疑
校
二
以
上
一

ゐ
ろ
が
こ
れ
に
従
へ
ば
一
山
に
設
味
が
明
瞭
に
な
る
の
で
あ
ろ
。
市
し
て
八
の
説
明
に
は
、

E
。
こ
こ
に
あ
げ
て
ゐ
る
社
訟
の

J
F
…

d
A
Y

た
ぽ
ト
ト
w
l
h
H
h、
、
ぺ
寸
六

-hx

3
9
r吋
A
，
二
酌
4

，
ノ
J
j
J
戸

/
'
p
g
t
r，

ιト
ニ

交
ト
ハ
レ
務
也
。
以
二
七
八
一
議
レ
卦
者
、
卦
占
¥
不
抑
純
一
也
。
雑
下
以
一
二
七
八
日
議

t
u

卦
一
一
仰
が
机
以
コ
九
六
日

市
七
者
数
皆
、
八
卦
数
位
。
於
公
文
侃
以
レ
八
お
即
日
殺
レ
卦
之
名
ぺ

と
し
て
ゐ
る
。
粂
坂
官
氏
の
指
摘
せ
る
如
く
、
漁
村
の
訟
は
全
く
ぷ
練
銭
大
析
の
説
身
、
フ
け
つ
い
、
に
も
の
で
あ
る
。
而
じ
て
之
八
め
併
特
も

漁
村
に
五
づ
て
先
…
段
孫
ゃ
っ
け
七
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

之
や
要
す
る
に
、
八
や
卦
の
代
名
詞
L
」
見
る
の
も
、
今
陰
不
純
償
交
と
児
一
る
の
も
何
れ
も
ニ
ベ
ス
以
上
鑓
や
指
す
の
で
あ
っ
て
迷
び
は
な
い
の

で
あ
ろ
が
、
交
に
つ
い
て
考
へ
ろ
と
、
以
上
論
じ
わ
い
如
く
、
ま
ど
地
じ
な
い
所
が
あ
る
。
又
、
本
卦
之
卦
に
於
て
、
一
ー
茶
卦
之
ニ
某
計
一
L

E
あ
っ
て
、
「
之
い
の
下
は
何
れ
も
卦
が
来
ろ
の
で
あ
っ
て
、
交
は
来
な
い
の
で
あ
ろ
。
加
し
て
兵
之
レ
絡
や
も
お
出
し
た
こ
王
、
及
び
史
vr
穆

姿
め
b
s
n

詞
は
事
情
が
然
ら
し
め
七
も
の
で
あ
る

E
い
ふ
こ
と
、
及
び
点
悔
は
一
階
骨
密
い
ふ
こ
と
や
漁
村
は
切
か
に
し
て
ゐ
る
む
而
も
行
誌
に

唾
於
て
は
屯
と
箱
路
の
象
併
に
ま
づ
本
づ
い
て
占
っ
て
ゐ
、
良
之
レ
隠
に
於
て
は
兵
の
象
鮮
が
見
え
な
い
結
な
ど
は
何
れ
も
漁
村
の
設
の
正
綿
々
得

て
ゐ
ろ
こ
と
の
謀
者
L'
し
な
る
も
の
で
あ
ら
う
。
以
上
、
諸
訟
の
滋
程
身
示
せ
ば
、
交
に
づ
い
て
の
考
か
ら
卦
に
つ
い
て
の
考
に
進
展
し
、
一

方
、
支
般
七
八
争
以
て
点
す
と
い
ふ
考
か
ら
抜
け
出
で
、
廷
に
貞
悔
を
本
卦
・
之
卦
L
し
考
へ
ろ
誤
か
ら
抜
け
て
、
初
秒
仁
漁
村
の
訟
に
設
し
土

も
の
を
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

て〉

て
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